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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年9月11日(2008.9.11)

【公開番号】特開2003-19484(P2003-19484A)
【公開日】平成15年1月21日(2003.1.21)
【出願番号】特願2001-205983(P2001-205983)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ   1/64     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/72     (2006.01)
   Ｃ２３Ｆ   1/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   1/64    ＺＡＢＺ
   Ｃ０２Ｆ   1/72    　　　Ｚ
   Ｃ２３Ｆ   1/46    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月23日(2008.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】少なくとも第一鉄イオンを含む塩化鉄含有溶液の処理方法において、
　アルカリ剤を添加して水酸化物を生成させる水酸化物処理工程、ならびに生成した水酸
化物のスラリーを固液分離し、固形分を水洗する分離・洗浄工程、
　に先立ち前記溶液中の第一鉄イオンを第二鉄イオンに酸化させる酸化処理工程を有する
ことを特徴とする第一鉄イオンを含む塩化鉄含有溶液の処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　エッチング廃酸に含有される銅イオンについては金属鉄を用いたセメンテーション法に
より、銅イオンを金属に還元することで銅を回収除去することが可能で、このセメンテー
ション処理後の処理液をアルカリで水酸化物処理して得られた処理汚泥中の銅濃度は、セ
メント工業および製鉄所で受け入れ可能な濃度まで低下させることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
『実験例および比較実験例』
　（実験例１）
　エッチング廃酸（Ｆｅ：８００００ｍｇ／ｌ、Ｃｕ：９０００ｍｇ／ｌ）の９．６ｋｇ
に水２．３ｋｇを加えた希釈液中に、金属鉄１．１５ｋｇを投入し、３００ｒｐｍで撹拌
しながら２０時間反応させた。その後、この液をろ過により析出した金属銅と未反応の金
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属鉄を分離して脱銅処理液（Ｆｅ：９００００ｍｇ／ｌ、Ｃｕ：５ｍｇ／ｌ）６．１ｋｇ
を得た。次いで、この脱銅処理液に酸化剤として３０％のＨ2Ｏ2を１１３０ｇ添加するこ
とで、第一鉄イオンを第二鉄イオンに酸化した後、水酸化カルシウムＣａ（ＯＨ）2を添
加し、生成した水酸化物スラリーをフィルタープレスろ過機によりろ過・ケーキ水洗処理
を行った。ケーキ水洗水量とケーキ中の含有塩素濃度の関係を図１に示す（先の表１にも
示す）。得られたケーキ中の塩素濃度は０．１ｄｒｙ％（ケーキ洗浄比（ケーキ乾燥重量
に対する水洗水量の倍率）Ｎ＝１０）となり、セメント原料にできることを確認した。塩
素ガスによる酸化、オゾン酸化、空気酸化、及び電解酸化によっても、同様にセメント原
料として許容される含有塩素濃度以下にすることができることを確認した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　（比較実験例１）
　実験例１における脱銅処理液に対して酸化処理を行わなかったことを相違点として、他
は実験例１と同様の操作を行った。ケーキ水洗水量とケーキ中の含有塩素濃度の関係を図
１に併せて示す（先の表１と同じ）。得られたケーキ中の塩素濃度は３．５ｗｅｔ％（ケ
ーキ洗浄比　Ｎ＝１１）となり、セメント原料とはなり得ないことを確認した。
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